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法政大学出版局　2015年11月上旬配本　定価3780円（本体3500円＋税） 四六判上製・366頁
江橋 崇 著 《ものと人間の文化史173》

かるた ISBN978-4-588-21731-9 C0321

★★　安土桃山時代にポルトガルから伝来した〈かるた〉は、二百年余の鎖国の間に、当時の美術・文芸・芸能を幅広く取
り入れ、〈和紙〉や〈和食〉にも匹敵する独自の日本文化として発展した。本書は、山口吉郎兵衛らの先行研究をふ
まえ、それを逐一検証して誤りを正しつつ、自身の厖大なコレクションをも駆使して、〈いろはかるた〉や〈百人一首〉
から賭博用具まで、〈かるた文化〉の全体像を描き出す。 【日本文化史】

☞同著者による『花札』（ものと人間の文化史167）もあわせてお読み下さい。

法政大学出版局　2015年10月8日配本　定価3132円（本体2900円＋税） A5判並製・264頁
中村 英樹 著 

いきのびるアート 目と手がひらく人間の未来 ISBN978-4-588-42014-6 C0070

★★　人生の余剰や副産物と思われがちなアート。しかし、旧石器時代の洞窟壁画から現代の映像作品に至るまで、ど
んなに苛酷な状況でも人類はアートと共に生きてきた。あらゆる視覚的表現は人間と社会に不可欠な「いきのびる
アート（技術＝芸術）」にほかならない。古今東西の作品の前で人の目はどのように動くのか。そして、それは何を
もたらすのか。困難な時代を乗り越え、21世紀をいきのびる手がかりを摑み出す。 【芸術・哲学思想】

☞関連書：L.マラン『絵画を破壊する』、T.トドロフ『ゴヤ 啓蒙の光の影で』ほか（いずれも小局刊）。

法政大学出版局　2015年10月中旬配本　定価5184円（本体4800円＋税） 四六判上製・430頁
ディディエ・フランク 著／米虫 正巳・服部 敬弘 訳 《叢書・ウニベルシタス1034》

他者のための一者 レヴィナスと意義 ISBN978-4-588-01034-7 C1310

　現代フランスの哲学・現象学研究の第一人者が、『存在するとは別の仕方で』をはじめとする後期レヴィナス思想
の読解に挑む全22章の探究。〈神の死〉以後のニヒリズムを見据えながら、他者、顔、超越、彼性、痕跡、受動性、
隣人、身代わり、正義、語ることなどの主題を通じて、〈存在の意味〉と〈善〉の可能性、最後の〈神〉とギリシャ／ヘ
ブライ思想の謎めいた関係に迫る。 【哲学・倫理】

☞関連書：F.-D.セバー『限界の試練』、J.デリダ『エクリチュールと差異〈新訳〉』ほか（いずれも小局刊）。

法政大学出版局　2015年10月上旬配本　定価3672円（本体3400円＋税） 四六判上製・316頁
ピーター ＝ポール・フェルベーク 著／鈴木 俊洋 訳 《叢書・ウニベルシタス1033》

技術の道徳化 事物の道徳性を理解し設計する ISBN978-4-588-01033-0 C1310

★ 　われわれが日常生活で使う技術製品の「正しさ」とは何か。また、技術設計者が自分たちの設計の道徳性に「責
任をもって」向き合うことのできる枠組みはどのようなものか。本書は文明批判や技術批判ではなく、人間と技術
が相互作用する現状での倫理的矛盾や道徳を論じる。技術の使用者である人間の道徳から、人間と機械の相互
作用の中にある道徳へ「人間＝世界」の形成における倫理的転回を呈示する画期的な論考。 【哲学・思想】

☞関連書：秋富克哉ほか編『ハイデガー読本』、B.スティグレール『技術と時間1、2、3』（いずれも小局刊）。

法政大学出版局　2015年10月下旬配本　定価7992円（本体7400円＋税） A5判上製・576頁
エルナン・コルテス 著／伊藤 昌輝  訳 

コルテス報告書簡 ISBN978-4-588-37404-3 C0022

　コロンブスの新世界到達より約三十年、わずかな兵を率いてメキシコに出発し、多くの先住民を味方につけて強大
なアステカ帝国を打ち倒したスペインの冒険家が、戦いに次ぐ戦いの中でしたためた国王宛の書簡。宗教的理念を
語りつつ現実主義的外交を駆使し、冷徹な軍人として陣頭に立ちながら占領後の植民計画を見据えた怪傑、中世
と近代のはざまを駆け抜けたあまりにも多面的な「征服者」の虚実が明らかになる。 【世界史・南北アメリカ史】

☞関連書：G.ボド、T.トドロフ編『アステカ帝国滅亡記』（小局刊）、L.カサス『インディアス史』（岩波文庫）。


